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―茨城県大子町・本学最大郊外施設・体育や実験等多目的活動可―

大 子研 修セ ンター
今夏オープン

39
室
・
156
人
を
収
容

緑
豊
か
滝
あ
り
温
泉
あ
り
の
地

水戸
水戸線

常
磐
線土浦

常
磐
自
動
車
道

太
平
洋

大
子
町

常陸大子

福島県

茨城県

栃
木
県

常陸太田

水戸 IC
友部

那珂 IC

水
郡
線

日立

今
秋
、大
阪
で
本
学
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア

大子研修センターの施設

駐車場

部室

小体育館
体育館

弓道場

中庭

グラウンド

テニスコート

研修棟

宿泊棟

（研修棟内の施設）
・物理・生物・化学室
・研修室　等

◎所在地：〒319-3521茨城県久慈郡大子町大字北田気662
◎施設概要：鉄筋コンクリート３階建、全館冷暖房完備
　●宿泊室：居室Ａタイプ（ベッド２＋畳５帖分）…８室
　　　　　　居室Ｂタイプ（ベッド４）…31室
　●浴室：７～８人用×１、４～５人用×１
◎利用料金：１人　１泊２食（朝・夕）の料金（消費税込）
　①本学学生………………………………………  3,500円
　②専任教職員（専任扱いの嘱託教職員を含む） 3,500円
　③②の配偶者、子、父母および配偶者の父母… 4,500円
　④こうよう会員…………………………………  4,000円
　⑤維持会員……………………………………… 4,500円
◎申込方法：使用申込書に記入し下記の事務室へ
　●神楽坂地区：管財課　●野田地区：管財課　●上記以外の地区：各事務部

大子研修センター 概要

……

【高速バス（茨城交通）】（時間・料金は、茨城交通HPより）
　●東京駅→（那珂I.C.経由）→大子自動車学校前下車（徒歩５分）
　　→大子研修センター
　●所要時間：約３時間20分　●料金：片道2,950円程度
【車】（時間・料金は、NEXCO東日本HPより）
　●飯田橋I.C.→那珂I.C.（一般道を約80分）→大子研修センター
　●所要時間：約２時間50分（約165km）　●高速料金：片道3,450円程度
【鉄道（JR）】（時間・料金は、JR東日本HPより）
　●上野駅→水戸駅→常陸大子駅下車（徒歩約20分）→大子研修センター
　●所要時間：約３時間　●料金：片道5,020円程度

ア ク セ ス

新
型
イ
ン
フ
ル
流
行
中

海
外
渡
航
は
細
心
に

改修工事が進む宿泊棟

本格的な弓道場

四
段
流
れ
で
有
名
な
袋
田
の
滝
も
近
く
に

町を流れる久慈川畔で、例年
夏には灯籠流しと花火大会も

緑に包まれた温泉郷�
には大露天風呂もある

による感染を防ぐため、咳エチケットを心が
け、場合によってはマスクを着用する。
②積極的に手洗いやうがいを行う。
③�ウィルスは粘膜を介して感染するので、口、
鼻、目などの粘膜部分に手で触れない。
④�発熱や咳などインフルエンザと似た症状がみられ
た場合には、直ちに現地の医療機関を受診する。
　帰国時に発熱や咳症状がみられる場合には、検
疫所の健康相談に申し出て下さい。また、帰国後
も体温測定を１週間行い、発熱やインフルエンザ
様の症状が現れた場合には、最寄りの保健所に相
談し、感染地域に渡航した旨を話してください。

＊
　感染が認められた場合は、東京理科大学保健管
理センターにご連絡ください（家族が感染した場
合もご連絡ください）。
＊連絡先：☎０３−５２２８−８１２８／８１２９　

　

大
子
町
は
、
茨
城
県
最
北
西

端
に
位
置
す
る
自
然
と
観
光
の

町
で
す
。
日
本
三
大
瀑
布
の
ひ

と
つ
袋
田
の
滝
や
県
内
最
高
峰

の
八
溝
山
が
あ
り
、
町
の
中
心

を
流
れ
る
久
慈
川
は
大
子
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
茨
城
県
随
一
の
温
泉
地
、

奥
久
慈
温
泉
郷
は
緑
の
山
々
に

隠
れ
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
温

泉
が
点
在
し
て
い
る
ほ
か
、
多

目
的
温
泉
プ
ー
ル
や
特
産
品
の

お
茶
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
園
施

設
な
ど
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。

　

大
子
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
そ

学
の
郊
外
研
修
施
設
で
は
最
大

規
模
で
す
。
さ
ら
に
研
修
室
や

実
験
室（
物
理
・
生
物
・
化
学
）

の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
大

小
の
体
育
館
、
弓
道
場
な
ど
体

育
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

朝
夕
の
食
事
に
は
地
元
の
特

産
品
が
登
場
す
る
ほ
か
、
予
約

す
れ
ば
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ

お
薦
め
し
ま
す
。

　

既
存
の
郊
外
研
修
施
設
は
館

山
研
修
所
（
千
葉
県
館
山
市
）

と
谷
川
山
荘（
群
馬
県
利
根
郡
）

の
二
つ
で
し
た
が
、
特
に
館
山

研
修
所
は
地
元
の
住
宅
地
と
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
利
用
法

が
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
大
子
研
修
セ

ン
タ
ー
は
、
本
格
的
な
練
習
を

含
む
課
外
活
動
や
ゼ
ミ
合
宿
に

必
要
な
施
設
が
揃
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
は
実
験
室
も
完
備
し
て

い
る
た
め
、
学
生
の
皆
さ
ん
の

要
望
に
十
分
応
え
ら
れ
る
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
四
季
折
々
の

自
然
に
触
れ
ら
れ
る
大
子
研
修

セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ん
な
緑
豊
か
な
大
子
町
の
中
心

地
に
あ
り
ま
す
。
施
設
の
概

要
、
ア
ク
セ
ス
は
別
項
の
通
り

で
す
が
、
東
京
か
ら
の
所
要
時

間
は
車
も
し
く
は
鉄
道
（
Ｊ

Ｒ
）
で
約
三
時
間
。
敷
地
面
積

は
五
万
七
千
㎡
と
東
京
ド
ー
ム

の
一
・
二
倍
ほ
ど
。
宿
泊
棟
は

居
室
が
三
十
九
室
あ
り
、
百
五

十
六
人
を
収
容
で
き
る
の
は
本

科
大
学
」
を
よ
り
身
近
な
存
在

と
し
て
意
識
し
て
も
ら
い
、
科

学
体
験
ブ
ー
ス
、
受
験
生
・
高

校
教
員
対
象
説
明
会
、
大
学
紹

介
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
映

像
等
の
放
映
な
ど
を
行
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
、今
回
は
女
性
の

理
工
系
志
望
者
に
も
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る

な
ど
、
新
た
な
学
生
募
集
を
展

開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
験
生
だ
け
で
な
く
、
小
中

学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時

：

10
月
10
日
（
土
）�

　

10

：

00
〜
16

：

00

■
会
場
：
梅
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　
「
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
」

■
入
場
無
料　

予
約
不
要
。
ど

　

な
た
で
も
入
場
可

■
入
学
試
験
要
項
無
料
配
布

■
お
問
い
合
せ
：
東
京
理
科
大

　

学
入
試
課
フ
ェ
ア
事
務
局

☎
０
３・５
２
２
８・８
０
９
２

FAX
０
３・５
２
２
８・８
０
９
３

　

理
科
大
に
勤

め
て
二
十
年
以

上
に
な
る
。
し

か
し
、
理
科
大

生
に
抱
く
イ
メ

ー
ジ
は
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
。

ま
じ
め
で
専
門

は
で
き
る
が
、
英
語
は
少
々
苦

手
。
も
ち
ろ
ん
、
悪
い
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
い
。
漱
石
の
坊
っ
ち

ゃ
ん
の
キ
ャ
ラ
と
も
重
な
り
、

牧
歌
的
で
愉
快
だ
。
し
か
し
、

最
近
の
社
会
状
況
を
見
る
と
、

専
門
よ
り
英
語
の
方
が
大
切
だ

と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
少
し
だ

け
、
こ
の
理
科
大
生
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
て
は
ど
う
か
。
▼
英

語
の
力
と
い
っ
て
も
、
そ
の
意

味
は
多
様
で
、
教
育
者
の
間
で

も
共
通
項
を
探
す
の
は
難
し

い
。
し
か
し
、
中
学
、
高
校
と

勉
強
し
た
の
な
ら
、
と
り
あ
え

ず
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
六
百
点
を
目
標

に
す
べ
き
だ
ろ
う
。
何
と
か
日

常
会
話
を
こ
な
し
、
英
字
新
聞

が
辞
書
を
片
手
に
読
め
る
レ
ベ

ル
だ
。
日
本
の
会
社
が
新
入
社

員
に
期
待
す
る
ス
コ
ア
で
も
あ

る
。
▼
そ
の
学
習
方
法
だ
が
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
問
題
集
を
や
る

前
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
作
っ
た
人

た
ち
の
願
い
を
思
い
出
し
て
ほ

し
い
。
学
校
の
英
語
教
育
は
大

切
だ
が
、
学
ん
だ
こ
と
の
多
く

は
英
語
の
知
識
で
あ
っ
て
、
そ

の
ま
ま
で
は
役
に
立
た
な
い
。

学
ん
だ
知
識
を
、
大
量
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（
自
己
学
習
）
に
よ

っ
て
、
英
語
を
使
え
る
技
術
に

変
え
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と

だ
。
▼
具
体
的
に
は
、
中
学
校

の
英
語
の
教
科
書
と
Ｃ
Ｄ
。
そ

こ
か
ら
始
め
れ
ば
、
間
違
い
が

な
い
。
音
読
五
十
回
、
リ
ス
ニ

ン
グ
三
百
五
十
時
間
を
目
標
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
て
み
よ

う
。
読
め
る
こ
と
と
話
せ
る
こ

と
の
違
い
に
気
づ
き
、
中
学
校

の
教
科
書
が
難
し
く
感
じ
ら
れ

て
く
れ
ば
、
も
う
大
丈
夫
だ
。

高
校
一
年
の
教
科
書
を
終
え
る

頃
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
六
百
点
が

見
え
て
来
る
だ
ろ
う
。

	

（
Ｏ
・
Ｍ
）

昨年６月に茨城県大子町から無償で借り受け
た旧茨城県立大子第二高等学校跡地の改修工
事が進み、８月から学生研修施設「大子研修
センター」としての利用がスタートします。

　

昨
年
、
広
島
県
で
本
学
初
の

試
み
と
な
る
大
学
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
関
西
地
区

（
大
阪
府
）
に
お
い
て
同
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。「
東
京
理

　新型インフルエンザが各国・各地域で発生して
います。海外渡航をする場合は、下記のHPなど
で最新情報を入手し、新型インフルエンザの発生
状況をまず確認しましょう。発生状況により渡航
を自粛してください。
◦�厚生労働省HP　http://www.mhlw.go.jp/bu�
nya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/
index.html
◦�国立感染症研究所感染症情報センターHP　
http://idsc.nih.go.jp/disease/swine_influ�
enza/index.html
◦�WHO HP　http://www.who.int/csr/disea�
se/swineflu/en/index.html
　やむを得ず新型インフルエンザ発生国へ渡航す
る場合は、下記の点に留意し感染防止対策を徹底
してください。
①�外出する際は人混みを避ける。咳やくしゃみ等
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Ⅰ
種
23
人
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格
、私
大
　

位
４

平
成
　
年
度
国
家
公
務
員
試
験

21

❶
❷

＊❸
❹

＊❺
❻
❼
❽
❾
❾
11

＊12
12

＊14
＊15
16
17
18

＊19
20
20
20

東 京 大 学
京 都 大 学
早稲田大学
東 北 大 学
慶應義塾大学
九 州 大 学
東京工業大学
北海道大学
一 橋 大 学
大 阪 大 学
名古屋大学
中 央 大 学
神 戸 大 学
東京理科大学
立命館大学
筑 波 大 学
東京農工大学
岡 山 大 学
同志社大学
千 葉 大 学
広 島 大 学
首都大学東京

421
189
96
65
60
58
45
42
41
41
28
25
25
23
22
19
17
16
15
13
13
13

順位 大　学　名 合格
者数

平成21年度

　国家公務員 Ⅰ 種試験　大学別最終合格者数

＊は私立大学を表す

● ●

平
成
20
年
度　

決
算
報
告

学
校
法
人　

東
京
理
科
大
学
理
事
会

平成21年度 文科省科学研究費補助金

本学の交付内定は207件

●　本学教員の平成21年度科学研究費補助金　申請・内定状況　●

区　分 合　計特定領域
研　　究

新学術領域
研究（研究領
域提案型）

新学術領域
研究（研究領
域提案型）

研 究 成 果
公開促進費
（学術図書）

研 究 成 果
公開促進費
（学術図書）

基盤研究
（S）

基盤研究
（A）

基盤研究
（B）

基盤研究
（C）

萌　　芽
研　　究

若手研究
（A）

区　分 合　計

特別推進
研　　究

若手研究
（S）

若手研究
（B）

特定領域
研　　究

基盤研究
（S）

基盤研究
（A）

基盤研究
（B）

基盤研究
（C）

萌　　芽
研　　究

若手研究
（A）

特別推進
研　　究

若手研究
（S）

若手研究
（B）

申
請
件
数
内
定
件
数

平　成
21年度

平　成
20年度

若手研究
（　　 ）

若手研究
（　　 ）スタート
アップ

スタート
アップ

新規
継続
計
新規
継続
計

7
1
8
0
1
1

2
2
4
0
2
2

15
8
23
0
8
8

13
2
15
0
2
2

1
ー
1
1
ー
1

０
０
０
０
０
０

64
14
78
11
14
25

11
2
13
1
2
3

164
32
196
38
32
70

518
116
634
91
116
207

49
5
54
ー
5
5

146
44
190
32
44
76

45
6
51
8
6
14

〔0〕
０
０

〔0〕
０
０

〔8〕
64,300

0

〔9〕
77,200

0

〔2〕
27,600
8,280

〔2〕
9,700
2,910

〔2〕
91,000
27,300

〔2〕
129,700
38,910

〔1〕
13,000
3,900

〔3〕
32,400
9,720

〔25〕
119,400
35,820

〔33〕
１35,200
40,560

〔76〕
87,700
26,310

〔81〕
86,400
25,920

〔14〕
20,100

0

〔12〕
14,200

0

1
0
1
0
0
0

〔0〕
0
0

〔0〕
0
0

〔3〕
15,100
4,530

〔２〕
8,400
2,520

〔70〕
92,400
27,720

〔58〕
66,000
19,800

〔5〕
4,760
1,428

〔9〕
10,440
3,132

〔1〕
1,000

0

〔0〕
0
0

〔207〕
536,360
135,288

〔209〕
559,940
140,562

［注］①〔　〕内は内定件数／金額は単位千円、上が直接経費、下が間接経費／②若手研究（スタートアップ）については審査中であるため、新規内定件数及び金額は
未定である／③新学術領域研究（研究領域提案型）については審査中であるため、新規内定件数および金額は未定である／④文部科学省及び日本学術振興会
より通知のあった内定一覧をもとに作成しており、転出・辞退・転入・追加採択者等の加除は行っていない

科　　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

収
入
の
部

学生生徒等納付金収入 25,869,613,000 26,456,729,150 △ 587,116,150
手数料収入 1,489,290,000 1,703,207,280 △ 213,917,280
寄付金収入 675,000,000 438,494,477 236,505,523
補助金収入 4,032,031,000 4,180,294,789 △ 148,263,789
資産運用収入 568,632,000 525,535,881 43,096,119
資産売却収入 0 2,000,105,386 △ 2,000,105,386
事業収入 1,412,390,000 1,283,300,064 129,089,936
雑収入 1,066,624,000 914,276,914 152,347,086
借入金等収入 13,800,000,000 13,800,000,000 0
前受金収入 17,246,255,000 17,214,937,428 31,317,572
その他の収入 10,630,101,000 10,998,478,715 △ 368,377,715
資金収入調整勘定 △18,295,003,000 △18,208,174,939 △ 86,828,061
前年度繰越支払資金 35,257,827,821 35,257,827,821
収入の部合計 93,752,760,821 96,565,012,966 △ 2,812,252,145

支
出
の
部

人件費支出 16,192,703,000 16,178,623,871 14,079,129
教育研究経費支出 9,103,288,000 8,656,548,580 446,739,420
管理経費支出 1,970,444,000 1,861,738,173 108,705,827
借入金等利息支出 94,097,000 82,149,233 11,947,767
借入金等返済支出 1,483,160,000 1,483,160,000 0
施設関係支出 16,249,911,000 14,783,470,302 1,466,440,698
設備関係支出 2,028,555,000 1,746,152,436 282,402,564
資産運用支出 10,253,408,000 12,977,129,264 △ 2,723,721,264
その他の支出 2,537,439,000 2,430,722,151 106,716,849
〔予　備　費〕 （270,000,000）

30,000,000 30,000,000
資金支出調整勘定 △ 1,329,947,000 △ 1,519,907,681 189,960,681
次年度繰越支払資金 35,139,702,821 37,885,226,637 △ 2,745,523,816
支出の部合計 93,752,760,821 96,565,012,966 △ 2,812,252,145

平成20年度　資金収支計算書 自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日（ ）

（単位：円）

科　　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

消
費
収
入
の
部

学生生徒等納付金 25,869,613,000 26,456,729,150 △ 587,116,150
手数料 1,489,290,000 1,703,207,280 △ 213,917,280
寄付金 875,000,000 887,826,316 △ 12,826,316
補助金 4,032,031,000 4,180,294,789 △ 148,263,789
資産運用収入 568,632,000 522,244,769 46,387,231
資産売却差額 0 3,769 △ 3,769
事業収入 1,412,390,000 1,283,300,064 129,089,936
雑収入 1,066,624,000 917,712,727 148,911,273
帰属収入合計 35,313,580,000 35,951,318,864 △ 637,738,864
基本金組入額合計 △ 4,156,440,000 △ 1,876,470,634 △ 2,279,969,366
消費収入の部合計 31,157,140,000 34,074,848,230 △ 2,917,708,230

消
費
支
出
の
部

人件費 16,417,516,000 15,989,388,165 428,127,835
教育研究経費 13,811,892,000 13,304,585,813 507,306,187
管理経費 2,083,042,000 1,959,088,629 123,953,371
借入金等利息 94,097,000 82,149,233 11,947,767
資産処分差額 7,758,000 863,338,732 △ 855,580,732
徴収不能引当金繰入額
（又は徴収不能額） 0 636,000 △ 636,000
〔予　備　費〕 （210,000,000）

90,000,000 90,000,000
消費支出の部合計 32,504,305,000 32,199,186,572 305,118,428

当年度消費収入超過額 0 1,875,661,658
当年度消費支出超過額 1,347,165,000 0
前年度繰越消費支出超過額 10,059,452,754 10,059,452,754
翌年度繰越消費支出超過額 11,406,617,754 8,183,791,096

平成20年度　消費収支計算書 自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日（ ）

（単位：円）

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
固定資産 148,617,943,930 136,184,869,417 12,433,074,513

有形固定資産 122,325,591,578 110,475,848,764 11,849,742,814
その他の固定資産 26,292,352,352 25,709,020,653 583,331,699

流動資産 39,408,007,269 36,635,392,339 2,772,614,930
資産の部合計 188,025,951,199 172,820,261,756 15,205,689,443

固定負債 22,294,721,964 10,204,350,355 12,090,371,609
流動負債 20,418,309,432 21,055,123,890 △ 636,814,458

負債の部合計 42,713,031,396 31,259,474,245 11,453,557,151
第1号基本金 142,788,710,899 140,912,240,265 1,876,470,634
第2号基本金 8,500,000,000 8,500,000,000 0
第3号基本金 100,000,000 100,000,000 0
第4号基本金 2,108,000,000 2,108,000,000 0

基本金の部合計 153,496,710,899 151,620,240,265 1,876,470,634
消費収支差額の部合計 △ 8,183,791,096 △10,059,452,754 1,875,661,658
負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部合計 188,025,951,199 172,820,261,756 15,205,689,443

貸 借 対 照 表 平成21年３月31日
（単位：円）

雑収入
2.6％

事業収入
3.6％

手数料
4.7％
寄付金
2.5％
補助金
11.6％
資産運用収入
1.4％

学生生徒納付金
73.6％

帰属収入の内訳
－360億円－

消費支出の内訳
－322億円－

教育研究経費
41.3％

管理経費
6.1％

借入金等利息
0.2％

資産処分差額
2.7％

人件費
49.7％

＜消費収支の構成比率＞

　

人
事
院
は
六
月
二
十
三
日

（
火
）、
平
成
二
十
一
年
度
国
家

公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
の
最
終

合
格
者
を
発
表
し
ま
し
た
。
申

込
者
数
二
万
二
千
百
八
十
六
人

（
前
年
度
二
万
千
二
百
人
）
に

対
し
、
合
格
者
数
は
千
四
百
九

十
四
人
（
同
千
五
百
四
十
五

人
）
で
し
た
。

　

申
込
者
が
増
加
す
る
反
面
、

合
格
者
が
減
少
す
る
と
い
う
厳

し
い
状
況
下
、
本
学
か
ら
は
二

十
三
人
（
前
年
度
三
十
七
人
）

が
合
格
し
ま
し
た
。
昨
年
と
比

較
す
る
と
減
少
は
し
た
も
の

の
、
大
学
別
順
位
で
は
全
国
約

七
百
五
十
大
学
あ
る
中
で
第
十

四
位
、
私
立
大
学
の
中
で
は
第

四
位
で
、
理
工
系
区
分
の
み
で

は
私
立
大
学
中
で
第
二
位
と
い

う
好
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術

を
活
か
し
、
社
会
全
体
に
貢
献

で
き
る
の
が
公
務
員
で
す
。
特

に
、
科
学
技
術
立
国
と
し
て
発

展
し
た
我
が
国
の
行
政
エ
リ
ア

で
の
理
工
系
出
身
者
の
役
割
は

極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
に

合
格
し
、
文
部
科
学
省
・
国
土

交
通
省
・
特
許
庁
等
に
入
省
し

た
本
学
の
卒
業
生
は
、
我
が
国

の
政
策
立
案
に
携
わ
り
、
世
界

を
舞
台
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
合
格
者
に
対
し
、
表
彰

お
よ
び
奨
学
金
（
後
期
分
授
業

料
相
当
）
の
授
与
を
行
い
ま
す

の
で
、
今
年
度
合
格
者
は
各
校

舎
就
職
課
（
就
職
支
援
室
）
に

申
し
出
て
下
さ
い
。
ま
た
、
国

家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
に
は

「
提
示
延
期
」（
合
格
か
ら
三
年

間
入
省
有
資
格
）
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
在
学
中
か
ら
積
極

的
に
受
験
し
て
下
さ
い
。

　

本
学
で
は
十
月
か
ら
各
種
支

援
行
事
を
随
時
開
催
し
、
公
務

員
希
望
者
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
就
職
課
に
は

過
去
問
題
や
参
考
書
等
多
く
の

資
料
が
あ
り
、
随
時
相
談
に
も

応
じ
て
い
る
の
で
積
極
的
に
活

用
し
て
下
さ
い
。

　

本
学
の
今
年
度
の
科
学
研
究

費
補
助
金
（
以
下
「
科
研
費
」）

交
付
内
定
件
数
は
二
百
七
件

で
、
総
額
約
六
億
七
千
万
円
で

し
た
。
う
ち
、
間
接
経
費
は
約

一
億
三
千
万
円
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
国
の
科

研
費
は
約
千
九
百
七
十
億
円
で

す
。
対
前
年
度
二
・
〇
％
増
で

あ
り
、
近
年
の
予
算
額
は
微
増

の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
科
研
費
は
政
府
全
体
の
競

争
的
資
金
（
約
四
千
九
百
十
三

億
円
）
の
四
〇
％
を
占
め
る
も

の
で
す
。

　

科
研
費
は
、
人
文
・
社
会
科

学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
る
独
創
的
・
先

駆
的
な
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
競
争
的
研
究

資
金
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果

は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
は
じ
め
様

々
な
受
賞
等
、
研
究
者
の
国
内

外
で
の
研
究
業
績
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
科
研
費
獲
得
総

額
の
大
幅
な
増
額
を
目
標
に
掲

げ
、
対
策
検
討
会
を
行
う
と
と

も
に
、
昨
年
九
月
に
獲
得
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
若
手
研
究
者
の
積
極
的
な

応
募
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が

り
、
若
手
研
究
（
Ｂ
）（
三
十

九
歳
以
下
の
研
究
者
が
一
人
で

行
う
研
究
、
研
究
期
間
二
〜
四

年
間
、
総
額
五
百
万
円
以
下
）

に
お
い
て
、
前
年
度
を
十
二
件

上
回
る
七
十
件
の
採
択
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
採
択
件
数
の
増
加

に
向
け
多
く
の
研
究
者
か
ら
の

積
極
的
な
応
募
は
も
と
よ
り
、

採
択
率
の
向
上
が
目
標
で
あ
る

と
と
も
に
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
の
新
規
採
択
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

一
．
資
金
収
支
計
算
書

　

平
成
二
十
年
度
資
金
収
入

は
、
平
成
二
十
年
度
予
算
比

（
以
下
「
予
算
比
」
と
い
う
）

二
八
億
一
二
二
五
万
円
増
の
六

一
三
億
七
一
八
万
円
で
あ
り
、

こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

三
五
二
億
五
七
八
三
万
円
を
加

え
て
、
収
入
の
部
合
計
は
、
九

六
五
億
六
五
〇
一
万
円
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
資
金
支
出

は
、
予
算
比
六
六
七
三
万
円
増

の
五
八
六
億
七
九
七
八
万
円
で

あ
っ
た
の
で
、
次
年
度
繰
越
支

払
資
金
は
予
算
比
二
七
億
四
五

五
二
万
円
増
の
三
七
八
億
八
五

二
三
万
円
と
な
り
、
支
出
の
部

合
計
は
、
九
六
五
億
六
五
〇
一

万
円
で
す
。

二
．
消
費
収
支
計
算
書

　

平
成
二
十
年
度
消
費
収
入

は
、
予
算
比
二
九
億
一
七
七
一

万
円
増
の
三
四
〇
億
七
四
八
五

万
円
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
消
費
支
出

は
、
予
算
比
三
億
五
一
二
万
円

減
の
三
二
一
億
九
九
一
九
万
円

で
す
。
こ
の
結
果
、
平
成
二
十

年
度
の
消
費
収
支
差
額
は
一
八

億
七
五
六
六
万
円
の
収
入
超
過

と
な
り
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

繰
り
越
さ
れ
て
き
た
消
費
支
出

超
過
額
一
〇
〇
億
五
九
四
五
万

円
を
加
え
る
と
、
平
成
二
十
一

年
度
へ
の
繰
越
消
費
支
出
超
過

額
は
、
八
一
億
八
三
七
九
万
円

と
な
り
ま
す
。

三
．
貸
借
対
照
表

　

平
成
二
十
年
度
末
の
資
産
の

部
合
計
は
、
前
年
度
末
比
一
五

二
億
五
六
九
万
円
増
の
一
八
八

〇
億
二
五
九
五
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
負
債
の
部
合
計
は
、

前
年
度
末
比
一
一
四
億
五
三
五

六
万
円
増
の
四
二
七
億
一
三
〇

三
万
円
で
す
。

　

基
本
金
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
比
一
八
億
七
六
四
七
万
円

増
の
一
五
三
四
億
九
六
七
一
万

円
で
す
。

　

消
費
収
支
差
額
の
部
合
計

は
、
翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
が
八
一
億
八
三
七
九
万
円

で
す
。

＊
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tus.ac.jp/

　

＊
計
算
書
に
つ
い
て

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、
教
育

研
究
等
の
諸
活
動
に
要
す
る
一

年
間
の
資
金
の
収
入
、
支
出
を

み
る
も
の
で
、
支
出
に
対
応
す

る
収
入
が
ど
の
よ
う
な
源
泉
か

ら
調
達
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借

入
金
な
ど
の
負
債
性
の
あ
る
収

入
や
、
固
定
資
産
取
得
に
必
要

な
支
出
、
借
入
金
返
済
な
ど
が

全
体
の
収
支
に
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
な
ど
も

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

消
費
収
支
計
算
書
は
、
毎
年

度
の
経
営
状
況
を
示
す
も
の
で

す
。「
消
費
支
出
」
と
は
、
学

校
法
人
が
教
育
研
究
等
の
諸
活

動
に
消
費
す
る
資
産
の
取
得
価

額
ま
た
は
用
役
の
対
価
の
こ
と

で
す
。「
消
費
収
入
」
と
は
、

「
消
費
支
出
」
に
充
当
し
得
る

収
入
の
こ
と
で
あ
り
、
負
債
性

の
な
い
収
入
（
帰
属
収
入
）
か

ら
資
本
的
支
出
（
基
本
金
組
入

額
）
を
控
除
し
た
も
の
を
い
い

ま
す
。「
消
費
収
入
」
と
「
消

費
支
出
」
を
対
比
す
る
こ
と
に

よ
り
、
収
入
超
過
か
支
出
超
過

か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
年
度
末
に

お
け
る
資
産
、
負
債
、
基
本
金

お
よ
び
消
費
収
支
差
額
の
状
態

を
表
示
し
、
年
度
末
時
点
で
の

財
政
状
態
を
あ
ら
わ
す
重
要
な

財
務
資
料
で
す
。

岸　
　
　

清
元
助
教
授

（
理
学
部
第
一
部
応
用
物
理
学

科
）
平
成
二
十
一
年
四
月
十
九

日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
六

歳
。

辻　
　

良
平
名
誉
教
授

（
元
理
学
部
第
一
部
応
用
数
学

科
）
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
九

歳
。
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新
学
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
学
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

古
い
壁
を
取
り
除
い
て

工
学
部
第
一
部
学
部
長
　

山
本

誠

　

工
学
部
は
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
に
設
立
さ
れ
て

以
来
、
教
職
員
の
教
育
・
研

究
・
学
科
運
営
に
対
す
る
真
摯

な
努
力
と
「
都
心
キ
ャ
ン
パ

ス
」
と
い
う
立
地
の
利
を
生
か

し
、
着
実
に
発
展
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、

学
科
の
壁
が
出
来
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

地
球
環
境
の
悪
化
や
資
源
の
枯

渇
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
二

十
一
世
紀
中
に
発
生
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
科
学
技
術
上
の

諸
問
題
は
、
ひ
と
つ
の
専
門
分

野
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
複

合
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
克
服

す
る
た
め
に
は
、
学
科
の
壁
を

取
り
除
き
、
異
な
る
学
科
が
有

機
的
に
連
携
す
る
教
育
・
研
究

体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
破
綻
に
始
ま
っ
た
世
界
同

時
不
況
は
、
Ｇ
Ｍ
の
倒
産
に
よ

り
新
た
な
局
面
へ
と
移
行
し
始

め
て
お
り
、
百
年
に
一
度
と
い

う
厳
し
く
ま
た
不
透
明
な
経

済
・
社
会
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
経
済
界
・
産
業
界
の
混
乱

は
、
学
生
の
就
職
や
学
費
負
担

の
困
難
、
あ
る
い
は
企
業
と
の

共
同
研
究
費
の
削
減
な
ど
を
通

じ
て
大
学
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

始
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
先

の
見
え
な
い
社
会
情
勢
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
工
学
部
は
し
っ
か
り

と
足
元
を
固
め
る
と
と
も
に
、

将
来
へ
の
布
石
を
打
っ
て
行
く

好
機
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
こ
そ
、
工
学
部
の

未
来
に
対
す
る
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ

ン
の
策
定
と
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
沿
っ
た
積
極
的
な
取
組
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
認
識
の
も

と
、
工
学
部
の
飛
躍
・
発
展
を

通
じ
、
微
力
な
が
ら
、
東
京
理

科
大
学
の
未
来
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
教
職
員
の
皆
様
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

五
月
二
十
七
日
（
水
）
に
全

国
高
等
学
校
長
協
会
総
会
・
研

究
協
議
会
が
東
京
都
杉
並
区
の

普
門
館
で
開
催
さ
れ
る
の
に
合

わ
せ
、
神
楽
坂
校
舎
森
戸
記
念

館
で
「
同
窓
高
等
学
校
長
懇
談

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
学
側
で
確
認
で

き
た
全
国
の
同
窓
高
等
学
校
長

百
七
人
の
う
ち
二
十
五
人
が
出

席
。
本
学
か
ら
は
塚
本
理
事

長
、
竹
内
学
長
、
橋
本
教
職
支

援
セ
ン
タ
ー
長
、
他
東
京
理
科

大
学
の
教
育
実
習
指
導
担
当
教

員
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
橋
本
教
職

支
援
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、
本
学

で
は
教
育
実
習
は
じ
め
教
員
免

許
状
の
取
得
や
教
員
採
用
試
験

に
対
す
る
支
援
、
教
職
課
程
履

修
学
生
へ
の
進
路
相
談
、
教
員

免
許
更
新
制
に
関
す
る
更
新
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
施
策
に
対

応
す
る
た
め
、
教
職
課
程
に
関

わ
る
機
能
を
集
約
し
た
教
職
支

援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
四
月
に
設

置
し
、
現
在
支
援
体
制
の
強
化

に
努
め
て
い
る
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
窓
高
等
学
校
長

を
代
表
し
、
佐
賀
県
の
私
立
佐

賀
学
園
高
等
学
校
・
森
永
和
雄

校
長
か
ら
、
理
学
部
在
籍
中
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
本
年
三
月
に
同

校
と
山
口
東
京
理
科
大
学
と
の

間
で
高
大
連
携
協
力
協
定
調
印

式
を
行
っ
た
こ
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
学
評
議
員
会
終
了
後
に
塚

本
理
事
長
と
竹
内
学
長
が
会
場

に
到
着
。
塚
本
理
事
長
か
ら

は
、
葛
飾
区
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス

用
地
と
し
て
三
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
土
地
を
取
得
し
た
こ
と
、

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
神
楽
坂
、
野

田
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
ぼ
中

間
点
に
位
置
し
、
三
キ
ャ
ン
パ

ス
の
連
携
に
よ
り
更
な
る
発
展

が
期
待
で
き
る
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
竹
内
学

長
か
ら
は
、
昨
年
四
月
に
教
職

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
教

員
免
許
更
新
制
な
ど
に
対
す
る

本
学
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

【
同
窓
生
】

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
野　

義
男
様

（
累
計
金
一
一
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

黒
住　

忠
夫
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
𥔎　
　

實
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

岩
國　
知
彦
様　
椚　
　
　
隆
様

笹
岡　

健
二
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

澤
岻　

英
正
様

立
花　

宏
俊
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

長
谷
川
恭
央
様　
匿
名　
　
一
名

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

佐
藤　

至
紀
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

大
城　

千
鶴
様

上
岡　

宏
彰
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
部　

定
一
様

小
村　

英
智
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

斎
藤　

七
六
様

沢
辺　

雅
二
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
本　

紘
三
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
本　
　

克
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

岡
本　

雅
典
様

（
累
計
金
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

小
林　
　

裕
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

近
藤　

明
良
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

正
木
敬
次
郎
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

飯
泉　

省
吾
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

関　
　

邦
彦
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　

如
之
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

深
澤　

昭
彦
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

古
市　

恭
也
様

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

小
平　

勇
次
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
、〇
〇
〇
円

古
財　

俊
秀
様

【
教
職
員
】

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

吉
本　

成
香
様

（
累
計
金
一
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺　

恒
夫
様

（
累
計
金
二
、七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡　
　

寛
様

（
累
計
金
二
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

児
島　
　

紘
様

（
累
計
金
三
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
九
〇
、〇
〇
〇
円

小
島　

尚
人
様

（
累
計
金
五
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

小
池　

茂
年
様

菅
井　
　

繁
様

（
累
計
金
五
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下　

輝
雄
様

（
累
計
金
八
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

加
賀
谷
貞
夫
様

（
累
計
金
二
一
五
、〇
〇
〇
円
）

山
下　
　

正
様

（
累
計
金
一
、八
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

曽
宮　

建
夫
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

創
立
　

周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

創
立
　

周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

125125
理

窓

会
だ
よ
り

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方

々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す

今
回
は
、
二
〇

〇
九
年
二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日
ま
で
に
お
振

込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す


ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で

す
が

区
分
で
重
複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た


同窓高等学校長懇談会開く

神楽坂・森戸記念館で開かれた同窓高校
長会。左端は挨拶する塚本理事長

「坊っちゃん選書」
シリーズ　第13弾

　

本
学
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
「
東
京
理
科
大
学
・
坊
っ
ち

ゃ
ん
選
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
第

十
三
弾
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

◇
第
十
三
弾　
『
薬
の
効
き

方
・
効
か
せ
方
（
そ
の
仕
組
み

か
ら
先
進
技
術
Ｄ
Ｄ
Ｓ
ま
で
）』

著
者
‥
総
合
研
究
機
構
Ｄ
Ｄ
Ｓ

研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
寺
田
弘
教

授
　

日
本
人
ほ
ど
薬
好
き
な
国
民

は
い
な
い
と
よ
く
い
わ
れ
ま

す
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に

「
薬
局
で
薬
を
入
手
し
や
す
い
」

と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
薬
が

病
気
を
治
し
て
く
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
を
治
す
の

は
あ
く
ま
で
私
た
ち
の
身
体
。

薬
の
服
用
は
そ
の
補
助
手
段
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
服
用
の
し
す
ぎ

は
副
作
用
を
も
た
ら
す
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
、薬
の
理
想
的
な
作
用
が
可

能
に
な
る
の
か
解
説
し
ま
す
。

　

＊
本
選
書
シ
リ
ー
ズ
は
全
国

の
書
店
、
大
学
生
協
で
ご
注
文

い
た
だ
け
ま
す
。（
オ
ー
ム

社
、
千
二
百
円
）

◇
金
九
、〇
〇
〇
円

東
原　

美
子
様

（
累
計
金
一
〇
九
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

白
石　

幸
英
様

（
累
計
金
四
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

【
法
人
】

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

フ
タ
ム
ラ
化
学
株
式
会
社
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
社

◇
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
応
化
工
業
株
式
会
社
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
レ
株
式
会
社
様

◇
金
八
五
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
倶
楽
部
運
営
委
員
会　

様【こ
う
よ
う
会
】

◇
金
七
二
三
、〇
〇
〇
円

個
人　

一
二
名

（
累
計
金
一
五
四
、〇
一
六
、二
九
〇
円
）

○
入
金
額

［
個
人
］	

（
四
六
名
）

一
〇
、〇
八
四
、〇
〇
〇
円

［
法
人
］	

（
五
社
）

二
三
、八
五
〇
、〇
〇
〇
円

［
こ
う
よ
う
会
］	

（
一
二
件
）

七
二
三
、〇
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十
一

月
一
日
〜
二
〇
〇
九
年
四
月
三
十	

日
）

［
個
人
］	

（
五
、五
〇
四
名
）

八
八
七
、三
三
五
、七
八
〇
円

［
法
人
］	

（
三
六
四
社
）

九
〇
九
、八
四
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
二
二
八
団
体
）

三
三
、六
五
六
、〇
五
八
円

［
こ
う
よ
う
会
］	（
二
、二
二
〇
件
）

一
五
四
、〇
一
六
、二
九
〇
円

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
☎
〇
三
・
五
二
二	

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三 

＊e-m
ail

：125shunen@
adm
in.tus.ac.jp

＊U
RL:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

理
窓
博
士
会
の
学
位
取
得
者
講
演
会

　

本
学
理
窓
会
の
関
連
組
織
で

あ
る
理
窓
博
士
会
は
、
新
た
に

博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
た
同

窓
生
と
本
学
教
員
を
招
き
、
毎

年
、
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆

さ
ん
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
：
７
月
11
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
19
時

◇
会
場
：
神
楽
坂
校
舎
１
号
館

17
階
記
念
講
堂
・
大
会
議
室

◇
特
別
講
演

　
「
わ
が
青
春
と
時
代（
仮
題
）」

樽
谷
修
先
生
（
元
東
京
理
科
大

学
教
授
）

◇
対
象
：
学
生
お
よ
び
一
般

（
直
接
会
場
の
受
付
に
お
越
し

く
だ
さ
い
）

◇
参
加
費
：
一
万
円
。
た
だ
し

講
演
会
の
み
の
参
加
は
無
料
。

◇
問
い
合
わ
せ
：
東
京
理
科
大

学
理
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工

学
科
気
付
理
窓
Ｄ
Ｒ
会

☎
０
４・７
１
２
４・１
５
０
１

内
線
３
７
５
６

　

実
行
委
員
長　

兵
庫　
　

明

hyogo@
ee.noda.tus.ac.jp

＊
詳
細
は
、
理
窓
博
士
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

rs.suw
a.tus.ac.jp/risou	

dr/

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◦
趣
向
凝
ら
し
て

　

東
京
理
科
大
学
の
卒
業
生
は

本
年
新
た
に
約
四
千
人
が
加
わ

り
、
十
七
万
人
を
超
え
ま
し

た
。
理
窓
会
で
は
そ
れ
ら
卒
業

生
す
べ
て
を
対
象
に
、
情
報
を

発
信
し
、
大
学
と
の
絆
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

　

本
年
で
第
四
回
を
迎
え
ま
す

が
、
十
一
月
一
日
（
日
）
に
神

楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
を
大
学
と
理
窓
会

の
共
催
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
開
催
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
家
族
と
す
ご
す
、
思
い
出
の

場
所
」
に
設
定
し
、
同
窓
会
活

動
な
ど
に
は
仕
事
、
子
育
て
な

ど
公
私
で
忙
し
く
、
参
加
で
き

に
く
い
年
代
層
に
呼
び
か
け
、

参
加
を
促
す
試
み
を
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
平
成
の
卒
業

生
向
け
の
懇
親
会
、
同
伴
の
お

子
様
用
イ
ベ
ン
ト
な
ど
家
族
で

楽
し
め
る
よ
う
に
企
画
し
て
お

り
ま
す
。

　

記
念
講
演
は
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
白
川
英
樹

先
生
に
お
願
い
し
、
快
諾
を
得

ま
し
た
。
ま
た
二
つ
の
コ
ン
テ

ス
ト
、
中
・
高
等
学
校
の
先
生

を
対
象
に
し
た
「
授
業
の
達
人

大
賞
」
と
本
年
か
ら
始
ま
る
高

校
生
を
対
象
に
し
た
「
坊
っ
ち

ゃ
ん
科
学
賞
」
の
選
考
結
果
の

発
表
と
表
彰
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
審
査
委
員
長
は
秋
山
仁

先
生
で
、
先
生
独
特
の
講
評
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
同
窓
、
教
職
員
に
よ

る
手
作
り
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
が
、
幸
い
現
役
の
学
生
諸
君

の
企
画
段
階
か
ら
の
協
力
申
し

入
れ
が
あ
り
、
若
い
世
代
の
考

え
を
入
れ
な
が
ら
、
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

（
幹
事
長
・
児
島　
　

紘
）

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
‥

http://w
w
w
.risoukai.

com
/

今
秋
も
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
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山
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京
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News
〒756-0884

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
一

　

０
８
３
６
・
８
８
・
３
５
０
０（
代
表
）

http://w
w
w
.yam

a.tus.ac.jp/
諏
訪
東
京
理
科
大
学
News
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
〇
〇
ー一

　

０
２
６
６
・
７
３
・
１
２
０
１（
代
表
）

http://w
w
w
.suw

a.tus.ac.jp/

高大連携の展望を語り合う左から牛見・野田学園高校長、塚本本学学長、
森永・佐賀学園高校長、竹迫・石見智翠館高校長＝写真は読売新聞提供

高
大
連
携
で
地
域
活
性
化
を

高
大
連
携
で
地
域
活
性
化
を

理
系
人
材
育
成
に
期
待

塚
本
学
長　

協
定
３
校
長
と
活
発
論
議

本
学
は
、
地
域
の
産
業
界
で

活
躍
で
き
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
・

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、

石
見
智
翠
館
高
等
学
校
（
島
根

県
）、野
田
学
園
高
等
学
校（
山

口
県
）、
佐
賀
学
園
高
等
学
校

（
佐
賀
県
）
と
教
育
交
流
協
定

を
締
結
し
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
に
よ
る
特
別

体
験
学
習
、
出
前
講
義
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
園
祭
を

通
じ
た
高
校
生
と
の
交
流
、
理

科
教
員
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
等
、
様
々
な
連
携
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

六
月
五
日
（
金
）、
本
学
学

長
室
で
、
塚
本
学
長
と
三
高
等

学
校
長
（
石
見
智
翠
館
‥
竹
迫

校
長
、
野
田
学
園
‥
牛
見
校

長
、
佐
賀
学
園
‥
森
永
校
長
）

と
の
間
で
座
談
会
が
行
わ
れ
、

高
大
連
携
教
育
の
意
義
や
今
後

の
展
望
等
に
つ
い
て
、
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
座
談
会
か
ら
、
発
言

の
一
部
を
抜
粋
し
ま
す
。

牛
見
校
長
「
高
校
側
か
ら

は
、
高
大
連
携
の
意
義
、
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
、
大
学
の
実
態
を

十
分
に
理
解
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
る
べ
く
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
柱
と
し
、
理
系
の
大
学
に
進

む
意
義
な
ど
を
生
徒
に
体
験
を

通
し
て
分
か
ら
せ
た
い
。
ま
た

大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲

気
に
触
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
の

学
習
意
欲
を
か
き
立
て
た
い
」

森
永
校
長
「
大
学
の
入
試
ス

タ
イ
ル
を
変
え
る
取
り
組
み

で
、
推
薦
枠
を
設
定
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
本
来
の
高
校
教
育

に
専
心
す
る
こ
と
が
で
き
、
受

験
に
特
化
し
た
授
業
選
択
で
は

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

竹
迫
校
長
「
点
数
主
義
で
は

な
く
、
生
徒
自
身
が
興
味
、
関

心
を
持
っ
て
学
び
た
い
こ
と
、

幅
広
い
視
野
で
の
進
路
の
選

択
、
目
標
に
気
づ
く
こ
と
に
大

き
な
意
義
が
あ
る
」

森
永
校
長
「
さ
ら
に
今
後
の

展
望
や
期
待
と
し
て
、
地
元
か

ら
も
今
回
の
高
大
連
携
に
対
す

る
反
響
は
大
き
く
、
地
元
で
活

躍
で
き
る
優
秀
な
人
材
を
必
要

と
し
て
い
る
。
高
校
教
員
の
勉

強
に
も
な
り
、
最
先
端
ま
で
を

見
通
し
た
教
育
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
生
徒
も
最
先
端
科
学
と

地
元
産
業
と
の
つ
な
が
り
に
思

い
を
は
せ
る
こ
と
も
で
き
る
」

竹
迫
校
長
「
大
学
の
教
授
に

よ
る
講
義
は
、
生
徒
の
若
い
感

性
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
、
視

野
も
広
が
る
。
そ
れ
が
学
び
へ

の
刺
激
に
移
行
し
て
い
く
と
高

大
連
携
の
将
来
に
展
望
が
開
け

る
し
、
期
待
も
持
て
る
。
ま

た
、
高
大
連
携
を
展
開
し
て
い

く
中
で
、
生
徒
は
理
工
系
の
将

来
の
職
種
も
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
」

牛
見
校
長
「
中
高
一
貫
教
育

の
中
で
、
こ
の
高
大
連
携
が
、

中
学
生
に
も
理
系
科
目
に
興
味

を
持
つ
動
機
付
け
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
性
急
に
成
果
を

求
め
ず
、
長
い
目
で
見
な
が
ら

〝
高
〟
と
〝
大
〟、
あ
る
い
は

〝
中
〟〝
高
〟
と
〝
大
〟
が
一
体

化
で
き
る
よ
う
な
意
識
の
醸
成

が
必
要
で
、
高
大
連
携
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

が
一
番
良
い
と
思
わ
れ
る
」

こ
の
よ
う
に
、
各
校
長
か
ら

今
回
の
高
大
連
携
に
対
す
る
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
塚
本
学
長
は

「
こ
れ
か
ら
は
東
京
一
極
集
中

の
時
代
で
は
な
く
、
地
方
の
時

代
で
す
。
地
方
の
活
性
化
こ
そ

今
後
の
日
本
経
済
発
展
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
、
科
学
技
術
は
そ

の
源
泉
で
す
。
地
域
か
ら
人
材

流
出
を
な
く
し
た
い
と
い
う
の

は
私
た
ち
も
考
え
て
お
り
、
今

後
中
学
、
高
校
と
一
緒
に
取
り

組
み
た
い
と
思
う
。
高
校
生
に

理
工
系
大
学
で
の
学
び
の
楽
し

さ
、
将
来
の
可
能
性
を
提
示
す

る
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
、
高

大
連
携
に
は
確
か
に
時
間
が
か

か
る
が
、
こ
の
三
高
校
と
で
あ

れ
ば
そ
の
目
的
を
意
外
に
早
く

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
と
期
待
し
て
お
り
、
今
後
密

に
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

＊
当
日
の
座
談
会
の
様
子
は

六
月
二
十
八
日
（
日
）
の
読
売

新
聞
西
部
本
社
版
朝
刊
（
一

部
、
二
十
七
日
（
土
）
大
阪
本

社
版
）
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

山口東京理科大学
オープンキャンパススペシャル
［日時］７月26日（日）・8月１日（土）・２日（日）
　　　　　11：00～15：00

◇入試説明会　◇研究室＆施設見学　◇サイエンスフェア
◇個別相談会　◇保護者対象特別企画　
◇東京理科大学入試説明会　◇学科体験授業　他

﹇
内
　

容
﹈＊当日は、博多・小倉・下関・徳山・広島・新山口・
　小野田・宇部駅より無料送迎バス（要予約）を運行
＊詳細はホームページでご確認ください。
　URL：http://www.yama.tus.ac.jp/
　お問合わせ先：0836-88-3500

［日時］７／ 11（土）・８／ 29（土）
　　　 ９／ 12（土）・９／ 26（土）
　　　　　 11：00～15：00

＊オープンキャンパス開催中！

諏訪東京理科大学
オープンキャンパス・スペシャル

オープンキャンパス
●大学概要説明 ●研究室公開 ●キャンパスツアー
●なんでも相談 ●学食体験（無料）

☆長野、松本、上田、飯田、甲府、茅野駅から
　無料送迎バス運行（要予約）

☆長野、松本、上田、茅野駅から無料送迎バス運行（要予約）
＊詳細はHPでご確認ください＊

９月12日（土）11：40～15：30（入退場自由）

７月25日（土）／８月８日（土）
11：00～16：00（入退場自由）

●在学生によるシンポジウム ●模擬講義・実験・体験講座
●研究室公開 ●入試概要説明・就職概要説明
●キャンパスツアー ●推薦入試対策・模擬面接
●なんでも相談 ●サークル活動紹介 ●学食体験（無料）
●大学周辺バスツアー

７／26
８／１、２

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ス
ペ
シ
ャ
ル
09
を
開
催

’

▼

本
学
で
は
、
二
〇
〇
九
年
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
毎
月
開

催
し
、
県
内
外
か
ら
高
校
生
や

保
護
者
の
方
が
多
数
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
七
月
二
十
六
日

（
日
）、
八
月
一
日
（
土
）、
二

日
（
日
）
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
開
催
。
当

日
は
、
全
研
究
室
の
紹
介
や
各

学
科
の
体
験
型
授
業
、
保
護
者

対
象
特
別
企
画
、
卒
研
生
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談
会

な
ど
、
様
々
な
企
画
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
本
学
の
学
び
を

知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
と
も
お
越
し
く

だ
さ
い
。

＊
日
時
等
、
下
表
を
参
照

清流上川をきれいに清流上川をきれいに
今年も37人参加、大量のゴミ回収

　

平
成
十
五
年
度
に
始
ま
っ
た

上
川
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

目
的
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
か
ら
諏

訪
湖
に
注
ぐ
上
川
の
清
流
を
守

ろ
う
と
、
上
川
の
両
岸
を
企
業

や
各
団
体
で
分
担
し
、
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
を
し
て
川
に
親
し
み
を

持
つ
こ
と
で
す
。
本
学
も
毎
年

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

四
月
十
九
日
（
日
）
に
「
平
成

二
十
一
年
度
第
一
回
上
川
ア
ダ

プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
実
施
さ

れ
、
一
年
生
を
含
め
た
学
生
・

教
職
員
三
十
七
人
が
参
加
し
ま

し
た
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
本
学
が
平
成
十
八

年
に
行
っ
た
「
環
境
宣
言
」
を

受
け
、
四
月
の
各
学
年
の
修
学

ガ
イ
ダ
ン
ス
等
で
参
加
を
積
極

的
に
呼
び
か
け
て
実
っ
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
現
地
ま
で
の
約
一

キ
ロ
の
道
路
脇
の
ゴ
ミ
を
拾
い

な
が
ら
行
動
し
ま
し
た
。
川
岸

で
は
川
上
と
川
下
に
分
か
れ
、

約
一
時
間
か
け
て
回
収
し
た
ゴ

ミ
は
可
燃
ゴ
ミ
四
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
不
燃
ゴ
ミ
二
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
空
き
缶
類
三
袋
、
全
部
で

軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
も
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
環
境
マ
イ
ン
ド
を
高

め
、
大
学
を
挙
げ
て
、
現
在
政

府
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本

部
で
推
進
し
て
い
る
地
球
温
暖

化
防
止
国
民
運
動
「
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
六
％
」
活
動
に
積
極

的
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
坊
っ
ち
ゃ

ん
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ク
ラ
ブ

部
長
会
主
催
）
は
五
月
二
十
三

日
（
土
）、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス

を
会
場
に
五
種
目
を
実
施
し
ま

し
た
。
学
生
、
教
職
員
で
作
る

四
十
チ
ー
ム
二
百
二
十
人
は
そ

れ
ぞ
れ
の
種
目
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
、
参
加
者
間
の
交
流
を
深

め
る
な
ど
を
目
的
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
恒
例
行
事
。
実
施
し

た
の
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
写

真
、
テ
ニ
ス
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ミ
ニ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
五
種

坊っちゃん杯　５種目熱戦展開

目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
の
学

生
団
体
が
審
判
や
試
合
の
運
営

を
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
、

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
で
、
参

加
者
は
互
い
に
声
を
掛
け
て
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
。
フ
ァ
イ

ン
プ
レ
ー
に
は
外
野
か
ら
声
援

が
上
が
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
一

日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
種
目
で
優
勝
し
た

チ
ー
ム
に
は
東
京
理
科
大
学
創

立
百
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て

作
成
し
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
杯
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
八
日
（
金
）、
本
学
と

茅
野
市
、
茅
野
商
工
会
議
所
が
連
携
し
、
地
元
企
業
の
事
業
支

援
に
取
り
組
む
拠
点
「
茅
野
・

産
業
振
興
プ
ラ
ザ
」
が
Ｊ
Ｒ
茅

野
駅
ビ
ル
「
モ
ン
エ
イ
ト
」
二

階
に
開
所
し
ま
し
た
＝
写
真
。

当
日
は
関
係
者
ら
約
六
十
人
が

集
ま
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
お
よ

び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　

施
設
（
約
百
八
十
㎡ 

）
内

に
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

（
諏
訪
東
京
理
科
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
）
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
用
意
し
、
大
手
企
業
で

研
究
開
発
部
門
な
ど
に
携
わ
っ

た
経
験
を
持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

三
人
で
運
営
、
本
学
の
地
域
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
ほ
か
、
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
新
連
携
事

務
局
、
田
舎
暮
ら
し
楽
園
信
州

ち
の
の
各
機
関
が
入
居
し
ま

す
。
産
学
公
連
携
、
企
業
間
連

携
、
産
業
創
造
の
拠
点
と
し
て

利
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

茅野・産業振興プラザ　オープン



東　京　理　科　大　学　報 第 1 7 4 号（ 5 ） 2009年（平成21年）　７月７日（火）

学
生
時
代
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
く
新
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
初
回
は
竹
内
学
長
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
私
は
楽
観
主
義
者
で
す
」

と
や
さ
し
く
笑
う
。
結
核
と
の

闘
病
と
敗
戦
か
ら
の
復
興
、
自

分
も
世
の
中
も
一
緒
に
元
気
に

な
っ
た
。

　

竹
内
学
長
の
若
き
日
は
、
人

か
ら
見
れ
ば
辛
酸
に
満
ち
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
逆
境

を
経
験
す
る
こ
と
で
元
気
に
な

っ
た
。
逆
境
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
希
望
が
わ
い
た
。
楽
天
的

で
あ
る
こ
と
は
、
人
生
を
成
功

に
導
く
大
切
な
要
因
だ
っ
た

と
、
昔
を
振
り
か
え
る
時
に
思

う
。

　

小
学
三
年
生
の
夏
、
疎
開
先
の
埼
玉
県
で
結
核
性
肋
膜
炎
に

な
っ
て
ほ
と
ん
ど
寝
た
き
り
で
、
同
五
年
生
に
な
る
ま
で
休

学
療
養
を
し
た
。

　

小
学
校
入
学
前
か
ら
工
作
が

好
き
で
、
タ
ケ
ヒ
ゴ
で
飛
行
機

を
作
っ
た
。
そ
れ
を
天
井
か
ら

つ
り
下
げ
た
。
見
上
げ
る
飛
行

機
は
百
機
近
く
に
な
っ
た
。
そ

の
新
宿
区
矢
来
町
の
自
宅
は
東

京
空
襲
で
消
滅
し
た
。

　

本
を
読
む
の
が
嫌
い
で
、
算

数
・
理
科
が
好
き
だ
っ
た
。
二

つ
年
上
の
兄
が
病
床
の
竹
内
学

長
の
囲
碁
・
将
棋
の
相
手
を
し

て
く
れ
た
。
い
ま
囲
碁
は
ア
マ

チ
ュ
ア
五
段
、
将
棋
は
三
段
で

あ
る
。

　

囲
碁
の
方
が
好
き
だ
っ
た
。

将
棋
は
定
石
を
覚
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
だ
が
囲
碁
は
直
感
が
大

事
で
、
自
信
が
あ
っ
た
。
物
理

で
も
直
感
が
大
事
だ
。
も
と
も

と
理
系
人
間
と
思
っ
て
い
た
竹

内
学
長
を
、
囲
碁
・
将
棋
が
さ

ら
に
理
系
に
近
づ
け
た
と
い
え

る
。
勝
負
事
は
推
理
力
を
育

て
、
理
系
的
な
頭
脳
を
養
う
。

　

人
は
学
生
時
代
、
運
命
的
な

先
生
に
出
逢
う

時
が
あ
る
。
竹

内
学
長
に
と
っ

て
高
校
の
物
理

教
師
・
寺
田
東

一
先
生
（
寺
田

寅
彦
の
長
男
）
が
そ
れ
だ
っ

た
。
人
を
笑
わ
せ
る
授
業
で
は

な
か
っ
た
。
ま
じ
め
で
体
系
を

き
ち
ん
と
講
義
し
て
く
れ
た
。

物
理
学
者
に
な
り
た
い
と
い
う

幼
い
時
か
ら
の
漠
た
る
想
い
が

「
物
理
学
は
素
晴
ら
し
い
」
と

の
確
信
に
変
わ
っ
た
。

　

し
か
し
高
校
三
年
生
の
秋
、

肺
結
核
が
再
発
し
た
。
だ
が
、

ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
特
効

薬
の
お
陰
で
一
年
で
治
る
。
そ

こ
で
二
年
遅
れ
で
東

大
に
合
格
し
た
。

　

病
気
の
竹
内
学
長

を
支
え
て
く
れ
た
兄

は
啓
氏
で
あ
る
。
東

大
を
現
役
で
ト
ッ
プ

合
格
し
た
。
元
東
大

経
済
学
部
教
授
で
、

統
計
学
の
権
威
と
し

て
知
ら
れ
る
。
父
理

三
氏
も
東
大
出
身

で
、
東
大
史
料
編
纂

所
長
を
つ
と
め
、
文

化
勲
章
を
も
ら
っ
て

い
る
。

　

才
気
煥
発
の
兄
に

対
し
、
父
は
コ
ツ
コ
ツ
と
古

代
・
中
世
の
史
料
を
集
め
る
地

道
な
タ
イ
プ
。「
自
分
は
父
に

似
た
」
と
い
う
。
体
が
弱
く
企

業
へ
の
就
職
は
無
理
、
大
学
院

も
あ
き
ら
め
た
。
だ
が
、
学
者

に
な
ろ
う
と
国
立
研
究
所
に
行

っ
た
。

　

失
敗
を
恐
れ
ず
勇
気
を
も
っ

て
挑
戦
す
る
。
若
さ
の
な
か
で

学
ん
だ
信
念
を
、
い
ま
は
若
者

に
伝
え
た
い
。
そ
れ
は
陳
腐
な

言
葉
だ
が
、
永
遠
の
真
理
を
持

つ
。

　
「
人
生
は
一
回
し
か
な
い
。

後
悔
は
先
に
た
た
ず
。
失
敗
は

成
功
の
母
で
あ
る
」

	

（
Ｋ
） 　

ヒ
ト
は
十
歳
か
ら
二
十
歳
ま

で
に
、
体
が
大
き
く
な
る
ほ
か

に
男
性
ら
し
い
体
や
女
性
ら
し

い
体
に
変
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。

身
体
的
な
成
長
と
と
も
に
、
精

神
的
な
発
達
に
お
い
て
も
大
変

っ
て
い
な
い
の
に
食
事
制
限
を

行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
女
性

の
場
合
は
月
経
が
止
ま
っ
た
り

骨
ま
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
さ
れ
骨
の

弱
い
体
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
問
題
解
決
の
た

め
に
は
栄
養
指
導
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
食

行
動
を
管
理
で
き
ず
心
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
も
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

摂
食
行
動
障
害
の
他
に
、
不

登
校
・
引
き
こ
も
り
、
不
安

感
・
パ
ニ
ッ
ク
障
害
な
ど
は
、

精
神
的
な
発
達
過
程
で
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
問
題
の

解
決
の
た
め
に
は
、
自
分
の
置

か
れ
て
い
る
場
を
理
解
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
が
、
そ
れ
が
困

難
で
あ
る
場
合
に
は
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
り
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
程
度
の
差
は
あ
り

ま
す
が
多
く
の
人
が
経
験
す
る

こ
と
で
す
。
も
し
も
自
分
で
問

題
解
決
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
気
軽
に
受
診
し
て
下
さ

い
。

（
久
喜
校
舎
校
医
・
関
谷　

栄
）

わたしわたし
が
　
　

だ
っ
た
こ
ろ

が
　
　

だ
っ
た
こ
ろ

学
生
学
生

①

竹内伸学長
に聞く

＊
竹
内　

伸（
た
け
う
ち
・
し
ん
）
学
長

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
昭
和
十
年
（
一
九
三

五
）
十
月
、
東
京
新
宿
区
生
ま
れ
、
東
大
物
理
学

科
卒
。
大
学
生
の
時
、
オ
ー
デ
ィ
オ
を
組
み
立
て

て
か
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
趣
味
に
。
若
い
時
は
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
が
好
き
だ
っ
た
。
い
ま
も
土
日
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
を
聞
き
な
が
ら
仕
事
を
す
る
。

疎
開
・
闘
病
・
敗
戦　
越
え
て

失
敗
恐
れ
ず…

信
念
を
伝
え
た
い

大
学
３
年
の
こ
ろ
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
友
人

の
村
田
好
正
氏
（
現
東
大
名
誉
教
授
）
と

新宿区矢来町に住んでいたころ３歳の
とき、兄（５歳）左と七五三の記念写真

大学３年生のころ

盛
況
！
昨
年
を
上
回
る

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア「
み
ら
い
研
究
室
」

　

六
月
六
日
（
土
）、
七
日

（
日
）
の
両
日
、
お
台
場
の
日

本
科
学
未
来
館
で
本
学
サ
イ
エ

ン
ス
フ
ェ
ア
「
み
ら
い
研
究

室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
生
が
主
体
と
な

っ
て
子
供
た
ち
に
科
学
技
術
の

面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
す
る
も
の
で
、
今
年
で

四
回
目
。
学
生
の
企
画
参
加
者

は
計
二
十
企
画
、
約
三
百
人
と

例
年
並
で
し
た
が
、
来
場
者
は

五
千
人
と
昨
年
を
は
る
か
に
上

回
り
ま
し
た
。

　

物
理
、
数
学
、
化
学
、
生

命
、
機
械
な
ど
企
画
団
体
も
多

分
野
に
わ
た
り
、
自
分
達
の
研

究
に
楽
し
く
触
れ
て
も
ら
え
る

工
夫
を
こ
ら
し
た
展
示
や
実
験

講
義
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
親
子
連

れ
の
来
場
客
が
多
く
、
小
・
中

学
生
に
と
っ
て
、
科
学
の
面
白

さ
を
目
で
見
て
、
手
で
触
れ
な

が
ら
、
様
々
な
科
学
体
験
を
し

て
も
ら
う
機
会
を
提
供
で
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
百
科
事
典

に
あ
っ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
自
分

で
作
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

不思議な図形を折り紙で作ろう・Ⅰ部数学研究会

親子連れでにぎわう会場

の健康

ココロ
カラダ

と
新

２

重
要
な
時
期
で
す
。
依
存
的
な

部
分
と
自
立
し
て
き
て
い
る
部

分
と
が
混
在
し
、
時
に
葛
藤
し

た
り
ま
た
は
隣
人
と
摩
擦
を
起

こ
し
た
り
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
太
っ
て
い
く
自
分

と
太
り
た
く
な
い
と
い
う
願
望

と
が
あ
り
、
両
者
は
相
交
え
る

こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
太

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
食

事
を
上
手
に
制
限
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
痩
せ
た

い
と
い
う
願
望
が
膨
ら
み
、
太

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
・
不
安
感…

な
ど

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
受
診
を
考
え
る

米国の産学官連携に学ぶ
総務部総務課　真下　由紀夫

オハイオ州立大学で３カ月

▲　キャンパス中心にはクラシックな建物が並ぶ

所属していたResearch Fo 
undationの人々と「O・H・
I・O」。左端が真下さん　▼

　

昨
年
の
九
月
二
十
一
日
か
ら

十
二
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
オ
ハ
イ
オ

州
立
大
学
（
Ｏ
Ｓ
Ｕ
）
に
滞
在

し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｕ
で
は
研
究

資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
教
員

（
研
究
者
）
と
学
外
の
行
政
機

関
、
企
業
等
の
橋
渡
し
を
す
る

部
署
に
所
属
し
、
ア
メ
リ
カ
の

産
学
官
連
携
活
動
を
垣
間
見
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

部
資
金
獲
得
時
に
Ｏ
Ｓ
Ｕ
は
、

費
用
の
五
〇
％
相
当
額
を
受
け

取
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
例
え
ば
、
研
究
資
金
十

万
ド
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成

立
す
る
と
、
Ｏ
Ｓ
Ｕ
は
五
万
ド

ル
の
収
入
を
得
ま
す
（
ス
ポ
ン

サ
ー
の
支
出
額
は
、
合
計
十
五

万
ド
ル
と
な
る
）。
大
学
は
、

こ
こ
か
ら
日
々
の
水
道
・
光
熱

費
や
人
件
費
等
を
払
う
の
で
す

が
、
余
剰
金
を
利
用
し
、
学
校

全
体
の
施
設
・
設
備
を
更
新
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。外
部
か
ら

の
資
金
は
、
大
学
に
も
利
益
を

も
た
ら
す
重
要
な
も
の
な
の
で

す
。

　

研
究
を
通
じ
て
世
の
中
の
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
教
員
の
資

金
獲
得
作
業
が
、
ま
ず
は
収
入

を
期
待
し
て
い
る
大
学
の
意
向

と
一
致
し
ま
す
。
次
に
、
成
果

を
出
し
、
革
新
的
な
技
術
を
世

に
送
り
だ
す
こ
と
で
、
教
員

は
、
大
学
は
も
ち
ろ
ん
社
会
か

ら
も
高
い
評
価
を
得
ま
す
。
す

る
と
、
さ
ら
に
進
ん
だ
研
究
が

要
請
さ
れ
、
新
た
な
資
金
獲
得

に
繋
が
り
、
こ
れ
が
ま
た
利
益

や
発
見
を
産
む
…
…
。

　

こ
の
よ
う
に
研
究
活
動
が
連

続
的
に
行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
高
い
研
究
開
発
力
の
一
因
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
研
究
振

興
が
と
て
も
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

理
工
系
の
教
員
は
、
昇
進
や

テ
ニ
ュ
ア
（
終
身
在
職
権
）
を

獲
得
す
る
際
に
、
大
学
か
ら
学

会
発
表
数
、
論
文
数
等
の
研
究

実
績
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
と

て
も
研
究
熱
心
で
す
。
そ
の
た

め
の
資
金
獲
得
に
も
熱
心
で
、

そ
の
活
動
を
大
学
は
全
面
的
に

支
援
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
外

事
務
系
職
員　
海
外
研
修

事
務
系
職
員　
海
外
研
修
報

　

告

㊦
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地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
商
品
と
し

て
、
家
庭
用
燃
料
電
池
を
用
い
た
自
家

発
電
設
備
で
注
目
さ
れ
る
「
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
」
が
東
京
ガ
ス
か
ら
今
月
一
般
発

売
さ
れ
た
。

都
市
ガ
ス
か
ら
水
素
を
取
り
出
し
、

空
気
中
の
酸
素
と
化
学
反
応
さ
せ
て
電

気
を
家
庭
で
つ
く
る
発
電
シ
ス
テ
ム

で
、
そ
の
際
に
出
る
熱
を
捨
て
ず
に
、

給
湯
や
暖
房
に
も
利
用
す
る
の
だ
。

東
京
ガ
ス
に
入
社
し
て
六
年
、
斎
宮

さ
ん
は
こ
の
商
品
の
開
発
に
か
か
わ
っ

て
い
る
。
都
市
ガ
ス
か
ら
水
素
を
作
り

出
す
装
置
の
開
発
と
、
都
市
ガ
ス
に
つ

い
て
い
る
臭
い
成
分
を
取
り
除
く
脱
硫

剤
の
開
発
・
評
価
で
あ
る
。

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
高
効

率
化
と
長
期
間
の
耐
久
性
確
保
に
成
功

し
、
一
般
販
売
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
値

段
は
三
百
万
円
以
上
（
更
に
補
助
金
で

差
し
引
か
れ
る
）
と
ま
だ
ま
だ
高
い
。

斎
宮
さ
ん
は
、
触
媒
な
ど
使
用
す
る

様
々
な
材
料
を
安
く
て
高
性
能
な
新
規

材
料
に
変
え
る
開
発
努
力
を
重
ね
る
。

「
薄
型
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
世

間
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
商
品

に
し
た
い
」
と
斎
宮
さ
ん
。

「
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ

と
が
、
日
本
を
、
あ
る
い
は

世
界
の
業
界
を
引
っ
張
っ
て

ゆ
け
れ
ば
い
い
」
と
、
自
信

と
プ
ラ
イ
ド
を
の
ぞ
か
せ
る
。

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

は
日
本
が
一
番
進
ん
で
い
る

か
ら
だ
。

東
京
理
科
大
時
代
、
燃
料
電
池
の
研

究
を
し
て
い
た
。
研
究
室
の
テ
ー
マ
が

そ
の
ま
ま
就
職
に
つ
な
が
っ
た
。
東
京

ガ
ス
を
選
ん
だ
の
は
、
燃
料
電
池
を
通

じ
て
研
究
開
発
に
限
ら
ず
、
評
価
・
営

業
な
ど
様
々
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
か
っ
た
か
ら
だ
。

斎
宮
さ
ん
は
学
生
時
、
手
書
き
の
実

験
レ
ポ
ー
ト
三
、
四
十
枚
を
い
つ
も
書

か
さ
れ
た
。
苦
痛
だ
っ
た
が
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
内
に
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り

ま
と
め
る
力
が
つ
き
、
そ
れ
が
い
ま
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
斎
宮
さ
ん

が
燃
料
電
池
で
負
う
大
き
な
役
割
は
、

も
う
一
つ
「
脱
硫
」
の
評
価
で
あ
る
。

ガ
ス
は
無
臭
だ
が
、
ガ
ス
漏
れ
に
利

用
者
が
気
づ
く
よ
う
に
、
臭
い
＝
硫
黄

成
分
を
つ
け
て
い
る
。
自
分
の
会
社
で

つ
け
た
臭
い
が
、
燃
料
電
池
に
は
大
敵

な
の
だ
。
硫
黄
一
〇
〇
％
除
去
が
絶
対

条
件
で
、
こ
の
分
析
を
し
、
結
果
を
踏

ま
え
て
触
媒
量
を
設
計
す
る
。
さ
ら
な

る
小
型
化
・
低
価
格
の
た
め
に
新
脱
硫

剤
の
開
発
が
急
務
な
の
だ
。

企
業
の
技
術
者
と
し
て
、
オ

ー
ル
電
化
に
対
抗
す
る
企
業
間

の
競
争
の
一
翼
を
担
う
の
は
当

然
と
し
て
、
よ
り
小
さ
く
、
よ

り
安
く
す
る
こ
と
で
、
低
炭
素

な
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る
。
そ

の
や
さ
し
い
日
本
の
環
境
づ
く

り
へ
、
斎
宮
さ
ん
の
挑
戦
は
続

く
。	

（
Ｋ
）

世界最先端…家庭用燃料
電池の開発にたずさわる 斎宮　久幸さん

〝
就
活
〞に
活
を
入
れ
ま
す

親
友
２
人
組
、支
援
活
動
中

学
生
団
体
「
ヘ
ー
ベ
ル
ゲ
ー
ト
」

★略歴（いつき・ひさゆき）1980年、愛媛
県今治市生まれ。2004年３月、東京理科大理
工学研究科・工業化学専攻修了。東京ガスに
入社、現在、商品開発部PEFC開発グループ
FPC開発チーム主任。趣味のテニスでは東京
実業団リーグ三部に属す。

稲
田
や
慶
應
の
文
系
の
学
生
が

多
く
、
将
来
を
考
え
積
極
的
に

生
き
生
き
と
取
り
組
む
姿
に
刺

激
さ
れ
ま
し
た
。
理
科
大
生
に

な
い
も
の
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
学
生
同
士
が
切
磋
琢
磨
で

き
る
場
所
、
彼
ら
の
よ
う
に
自

分
の
将
来
に
つ
い
て
前
向
き
に

行
動
す
る
場
所
を
提
供
し
た
い

と
の
思
い
が
あ
っ
た
、
と
い
い

ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
自
身
が
就

職
活
動
を
経
験
。

　
「
採
用
試
験
に
多
い
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
慣
れ
る
こ
と
が
で

き
、
面
接
で
も
話
す
内
容
に
困

ら
な
か
っ
た
。
視
野
が
広
が
っ

て
や
り
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、

伊
藤
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

実
際
彼
は
五
月
に
楽
天
な
ど
計

三
社
か
ら
内
定
を
得
ま
し
た
。

「
数
多
く
受
け
る
の
で
は
な
く

自
分
の
や
り
た
い
軸
を
考
え
て

根
気
強
く
行
動
す
れ
ば
、
不
況

で
も
必
ず
成
功
に
つ
な
が
る
」

と
い
い
ま
す
。
清
さ
ん
は
大
学

院
へ
の
学
内
推
薦
を
得
、
二
年

後
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

　

い
ず
れ
は
神
楽
坂
や
久
喜
に

も
活
動
を
広
げ
た
い
と
語
っ
て

い
ま
す
。
入
学
二
日
目
か
ら
の

親
友
同
士
。
学
生
が
切
磋
琢
磨

で
き
る
場
を
作
り
た
い
と
い
う

思
い
は
力
強
く
踏
み
出
し
ま
し

た
。	

（
広
報
課
・
関
根
）

＊
次
回
セ
ミ
ナ
ー

　
７
月
15
日
（
水
）
16

：

30
〜

＊
詳
細
は
Ｈ
Ｐ

http://hebelgate.web.fc2.com/

　
「
理
科
大
生
は
自
主
性
が
乏

し
く
て
、
何
で
も
や
ら
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
す
る
。
偏
差
値
も

そ
こ
そ
こ
高
い
か
ら
、
あ
と
は

進
ん
で
行
動
す
る
だ
け
。
そ
の

き
っ
か
け
を
提
供
し
た
い
ん
で

す
」

｜
活
動
を
主
宰
し
た
の

は
清き

よ
し
ま
さ
の
ぶ

将
暢
さ
ん
（
基
礎
工
・
電

子
４
年
）
と
伊
藤
真
一
さ
ん

（
同
）。
昨
年
七
月
か
ら
、
野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
向
け
に
企

業
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
も
ら

い
少
人
数
制
の
体
験
型
セ
ミ
ナ

ー
を
行
っ
て
い
る
。
就
職
活
動

と
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、

と
ま
ど
う
学
生
の
た
め
の
実
践

的
な
体
験
の
場
で
す
。
ア
ポ
な

し
で
企
業
に
飛
び
込
む
ほ
ど
の

情
熱
を
う
ち
こ
ん
だ
甲
斐
あ
っ

て
、
今
ま
で
に
㈱
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
や
マ
カ
フ
ィ
ー
㈱
な
ど

六
社
の
協
力
を
得
、
六
回
の
セ

ミ
ナ
ー
で
計
百
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
定
員
オ
ー
バ
ー
で

抽
選
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
三
年
生
初
期
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
彼
ら
は

あ
え
て
理
系
が
少
な
い
営
業
職

を
選
ん
で
奮
闘
。
そ
こ
で
は
早

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日
市原　嵩紘 理工研・建築・修１ 若手優秀研究報告賞 日本建築学会2008年度関東支部 地震により損傷を受けた乾式間仕切壁の耐火性能（その２：測定結果・考察） ３月25日

斉藤　竜男 理研・化学・博３
（昨年度の学年） 学生講演賞 日本化学会第89春季年会 ガンビエロールの形式全合成 ４月13日

黒田　貴一 工研・工化・博３
（昨年度の学年） 学生講演賞 日本化学会第89春季年会 フェニルジフェニルホスフィナイトを用いる新しい酸化−還元系による脱水縮合反応 ４月13日

伊東　聖哉 理工研・工化・博２
（昨年度の学年） 学生講演賞 日本化学会第89春季年会 糖脂質型バイオサーファクタントが形成するマイクロドメインとその分子認識 ４月13日

関　　浩康 理工研・工化・博１
（昨年度の学年） 学生講演賞 日本化学会第89春季年会 メチル基を有する環状テトラシロキサンの加水分解縮合反応によるラダーポリシルセスキオ

キサンの合成 ４月13日

岡田　友美 基工研・材料・修２ Student Award
Materials Research Society 2009 Spring Meeting（材
料工学会：アメリカ）Symposium N “Materials and 
Devices for Thermal-to-Electric Energy Conversion”

Preparation of Delafossite CuYO2 by Metal-citric Acid Complex Decomposition Method ４月17日

小國　陽平 基工研・材料・修２
（H20年度修了） Student Award

Materials Research Society 2009 Spring Meeting（材
料工学会：アメリカ）Symposium N “Materials and 
Devices for Thermal-to-Electric Energy Conversion”

Output Power Characteristics of Mg2Si and the Fabrication of a Mg2Si TE Module with a 
Unileg Structure ４月17日

小澤　　瞳 総化研・総化・修１ 最優秀ポスター賞 モレキュラー・キラリティー 2009 水素・重水素同位体不斉を有するキラルエステル及びアミノ酸を不斉源とする不斉自己触媒反応 ５月13日
進藤　友紀 理工研・建築・修１ 学生奨励賞 平成21年度日本火災学会研究発表会 初期火災時の視覚的影響による異変感知に関する研究 ５月20日
中山　　聡 理工研・機械・修２ 学生優秀発表賞 日本設計工学会　平成20年度秋季大会 チェーンのピン/ブッシュにおける摩耗評価に関する研究 ５月23日
川邉　翔平 理工研・土木・博２ 若手優秀論文賞 地盤工学会国際会議 粘性土のひずみ速度依存性一次元圧縮変形特性の研究 ５月28日

平山　雄啓 生命研・生命・修2 Best Poster Prize The 5th International Workshop of Kyoto T Cell 
Conference 2009

Meis1 deficiency impairs the postnatal thymic microenvironment to induce early thymic 
involution ６月３日

高橋　克宗 界面化学研究セン
ター・PD 学術奨励賞 日本バイオレオロジー学会 新規人口血管を目指したキトサン／カーボンナノチューブ複合膜表面における生体

適合性制御 ６月５日

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平21・３月～６月）

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
宛
先
】 

〒
162- 

8601
新
宿
区
神
楽
坂
一-

三 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課

【TEL

】 03 -5228 -8107 

【E-mail

】 koho@admin.tus.ac.jp 編集後記
先日、ある取材に出掛けた時、カメラのフ
ラッシュの一部を誤って破損してしまいまし
た。大事には至らなかったものの、備品の取
扱いには皆さんもご注意を。	 （Ｉ）

神楽坂・九段・野田・久喜の各キャンパス
はカラーが全く違うことを知っていますか。
理科大は、人も学問も多彩なところが魅力な
んだなあと実感しました。	 （Ｓ）

８
／
10
〜
20　
全
学
休
館
で
窓
口
業
務
お
休
み

８
月
10
日
（
月
）
か
ら
20
日
（
木
）
は
夏
期
一
斉
休
暇
期
間

で
全
学
休
館
と
な
る
た
め
、
窓
口
業
務
も
全
て
行
い
ま
せ
ん

基礎能力育成サポート
学部生対象にセミナー開く

　

五
月
二
十
九
日
、
広
報
課
は

大
学
生
活
を
学
生
の
声
を
通
じ

て
紹
介
す
る
学
生
参
加
型
の
学

内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
冊
子

「Rika Rika

（
リ
カ
リ
カ
）」

を
発
刊
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

本
誌
は
、
本
学
の
魅
力
や
大

学
生
活
の
楽
し
さ
を
発
見
・
共

感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
学
生
目
線
で
編
集
す
る

学
内
広
報
誌
で
す
。
創
刊
号
で

は
「
理
科
大　

キ
ャ
ン
パ
ス
ボ

イ
ス
」
と
「
＠
理
科
大　

流
行

批
評
」
の
二
本
の
企
画
で
ビ
ジ

ュ
ア
ル
を
重
視
し
た
構
成
。
計

六
十
四
人
が
登
場
し
て
「
リ
ア

ル
な
今
」
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
感

覚
で
読
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

今
後
も
学
生
同
士
の
良
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

次
号
は
十
一
月
発
刊
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
撮
影
日
等
に
つ

い
て
は
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

で
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
学
生

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

初
年
次
教
育
の
一
環
と
し
て

学
生
の
皆
さ
ん
が
将
来
社
会
で

活
躍
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

能
力
を
伸
ば
す
た
め
の
「
基
礎

能
力
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」（
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
六
月

六
日
（
土
）、
七
日
（
日
）
に

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
に
各
学
科
・
企

業
・
卒
業
生
・
在
学
生
を
対
象

に
「
人
材
育
成
に
関
す
る
実
態

調
査
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
）」
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
中
で
“
社
会
で
活
躍

す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
”

“
大
学
で
身
に
つ
け
た
方
が
い

い
要
素
”“
理
科
大
生
に
も
っ

と
育
成
し
て
欲
し
い
要
素
”
等

に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
求

め
ら
れ
て
い
る
要
素
が
、
多
く

の
学
科
で
「
講
義
主
体
の
授
業

形
式
で
は
取
組
が
難
し
く
、
少

人
数
体
制
に
な
る
四
年
次
を
主

な
育
成
の
場
と
し
て
い
る
」
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
早
い
時
期
に

自
主
的
に
能
力
向
上
に
向
け
て

取
り
組
め
る
よ
う
な
動
機
づ
け

と
成
長
す
る
た
め
の
機
会
を
設

け
る
た
め
、
学
部
学
生
を
対
象

に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
約
三
十
人
の
学
生
が

参
加
、
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
、
現
在
企
業
で

働
く
本
学
卒
業
生
や
本
学
教
員

ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
参
加

し
た
学
生
に
と
っ
て
“
論
理
的

思
考
力
”“
相
手
に
伝
え
る
力
”

を
高
め
る
た
め
の
良
い
機
会
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
、
授
業
で
の
取
組
手
法

を
検
討
す
る
た
め
の
参
考
事
例

と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。　

基礎能力育成セミナーでのグループワーク

Rika Rika　発刊
学生参加型広報冊子

　就職活動が厳しいと言われて
いる昨今。理科大生のために自
主的にセミナーを開き、就職や
仕事、将来について考える場を
提供している学生団体HEBEL	
GATE（ヘーベルゲート）を紹
介します。

清　将暢さん　伊藤真一さん


